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大野正夫:中華藻類学会 ChinesePhycological Societyの紹介

筆者は，今年度の1:1:1華)菜類学会の年会に，東京水産大学の

能登谷正浩教授とともに招かれて講演を行ったが (図 1)，会

長のHong-NongCholl教授から ，I~] i伝 i菜類学会に関する資料を

いただいたので，ここに紹介したい。

台湾の"IJ:!在藻類学会は，海藻の研究者である台湾大学海

洋研究所の ChiangYOllng-Meng教授が中心となり， 10名ほど

の発起人によって 1997年2月16日に設立された。ほほ6年間

が過ぎたが，この期!日'J， News lett巴Iによって会員相互の交流

や広報活動を続けている。1999年に ChiangYOllng-M巴n教授

が海洋研究所を退官した時より ，台湾大学漁業科学研究所が

学会事務局 となり， 学会運営を組織するようになった。

Chiang YOllng-Meng教授が初代学会長で、あり評議会委員

長であったが，2年後に，漁業科学研究所の Hong-NongChou 

教授が2代会長になった。その 2年後に 3代会長にな った。

Chiang YOllng-Meng教授は，終年名誉会長となり，現在でも

学会運営に助言をしている。 2002年には会員は 200名に達し

た。多くの学生会員を含むが，活発に学会の活動に参加 して

いるメンバーは 120名ほどである。会社会員(団体会員)は

6杜である。

学会活動一環としては， 学生のための藻類に関するワ ー

クショップ，高校の先生のための藻類学研修を行っている。

また，特別な技術を収得するワークショップを研究者や漁民

にため，r時折開催している。1999年には， 毒性赤潮の同定に

関するものワークショップ，2000には赤潮のモリタリ ングに

関するワークショッ プを行った。2000年には，東京農工大学

の松永教授に，国際会議の途中，台湾に立ち寄ってもらい， 21

世紀のマ リンノTイオテクノ ロジーという 講i寅をしていただい

いた。毎年，12月に大会とポスターセッション，また藻類会

社訪問を行っている。今年度の大会には，シンガポール， 香

港，日本から藻類研究者を招科して講演・をした。さらに，毎

年 l回か2回の研究発表会を持っている。現在，ニュ ースレ

ターを年 4回発行しており，ホームペー ジも持っている (

区11 中華i菜類学会の会場にて

左端 :Chiang Young-M巴ng会長，中央:Chiang YOllng-Meng 

名誉会長

l1tlp:/ /www.phyco.org.tw)。評議会の下に， ，ホームページ担当

(Wei Lung Wang博士)，ワークショップ (SlI-RanHwang 博

士)，ニュースレター担当 :(p巴i-Chllng Chen教授)などを組

織している。

台湾では，Chiang YOllng需 Meng教授が，海藻分類学の研究

を行ったが， 彼の研究室の卒業生は，海藻の分類関係の研究

者は育たず，微細|藻類の研究や化学の分野に移っており，現

在，海藻学を活発に研究している者はいないそうである。

Choll教授は，米国に留学後，赤潮の毒成分の研究を行い，最

近のトピック的研究は，ノリの糸状体からフ イコシアニンを

抽出し，その色素が，非常に評判が良いという 。台湾では，ク

ロレラ，スピリルナ，ドナリエラの培養事業がかなりの生産

をあげており， この分野に関係する藻類研究者が多い。

(高知大学海洋生物教育研究センタ一 大野正夫)




